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巨視的に-様な媒質による光の散乱強度は1910年にアインシュタインが定量的に

説明したように,誘電率の揺 らぎに比例する｡-リウムのように分子構造の単純な物質

ではクラウジウス-モソッティの式が成りたち,誘電率の揺らぎは密度の揺らぎに比例

する｡従って,光の散乱強度を測定することによって,密度の揺ら音の大きさが測定出

来る｡

気相一液相相転移の臨界点の近くでは密度の揺らぎが非常に大きくなる｡この温度依

存性は普通,次のように記述される｡

･f8p-2>- C(号 ,-T T,T｡, P-P｡

一 C′(
T｡ - T イ＼
) TくTc, 共存曲線上

Tc

但 し,この式は密度の揺 らぎの空間的変化が充分に緩やかな時にのみ役に立っ｡臨界点

のごく近傍では光の散乱強度は前方散乱が著しく強くなり,このことは, Ornstein

-Zernikeの相関函数を使って説明される｡即ち,散乱ベクトルをKと書くと′■■′

<I∂pk)J2>-
<f∂p(o)F2>
1+(KE)2

の形の室依存性がある. Eは長距離相関の長さを示す量で,この理論では E Zが

<l∂p(o)l2>に比例する.フイツシャによる拡張を許るすためにEの温度依存性は普通

E～ E.(

～Lf∴(I

T-Tc､-〟
) T>T｡ , β-β｡

Tc-T -y/＼
) T<T｡ ; 共存曲線上

と書かれる｡

- リウムでは光の散乱断面積が小さいので散乱強度の温度依存性を(1)式と比較するこ

とにより∴γ,r',▲C/C′,E｡/E'O,〟,y'の値を求めることが出来る.我々は直角方向
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に散乱する光の強電を温度の函数として測定し,図 1のような結果を得た｡直線からの

ずれは式(1)の分母の (KE)2に依るものであり,長距離相関の長さEの温度性を図2に
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この図からも明らかなように,実験誤差の範囲内でγ=γ′γ-リ′ が言える｡ この

ことはスケー リング則を支持する結果となる｡ γ,yわ値はそれぞれ γ-1･171±0･.02,

〟-0-63±8:垂である｡また図1,2から

C/C′=4･6±o･3, E｡/E'.-2･5±0･5

となる｡このことは,0-Z理論の帰結

C/C′-(E｡/E,o)r/〟

と矛盾 しない｡ ,

最近のβの値 β-0.3554±0.0028と我 々の γを使うとスケー リング則が正しけれ

ば

α=α/-0.12±0.02

∂- 4.30±0.07

y-i/′=0.627±0.009

7-zlノ-γ-0,083±0.01 etc

でなければならない｡この αの値はMoldoverの実験と一致する｡ γの値は我 々の結果

と一致する｡ ∂はKiangによる液滴模型の結果と一致する｡

以上のことを考えると我々の実額結果は満足すべきものであり,異常に大きなγの値

を得て,量子性が頼著にあらわれていると主張 している生嶋研究室の実験は誤りでなけ

ればならない｡
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